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 とうとう講座も 11 回目。今回は参加してくれる方が

少なく「今日は○○さんも□□さんも来てないねー

…。」と少し寂しそうな表情も見受けられた。 

 卒業後の自主活動の 1 つとして、シニアファッション

ショーが挙げられた。お金をかけなくても持っている

服や小物を組み合わせ、コーディネートを披露すると

いうことらしい。「私ファッション大好きなのよ～」と生

き生きと述べる姿を見て、いくつになってもおしゃれを

楽しもうとする姿勢が素敵だと思った。                                                          

今回は台風で中止になった 10月 6日の振替日。そのせいか参加者

はやや少なめだったが、講座も残すところあと 2回ということで、新しい

展開も見えてきた。（文／事務局・鈴木） 

 

 

 

 

 まずは、「これからの私のすぎなみライフ」をキーワード

に、卒塾後にできる自主活動について、グループごとにアイ

デアを出し合うことに。松田先生曰く「強制ではなく、できる

範囲でということが重要です。できれば活動の母体、それと

世話人にあたるような方を決めたいですね」 

卒塾後にどんな自主活動がで 

きるか、時期や内容を具体的に

考えてみましょう！ 

          話合いの合間には、青梅市、栃木 

県下野市での大人塾イべントの様 

子が、実際に訪問して交流を深め 

めてきた塾生から、写真をまじえ 

て発表された。青梅の塾生の作品 

の見事な出来    

ばえにみなさ 

塾生の手作り作                  んもびっくり！   

               

         

な 

下野市のだがしや

楽校は、道の駅が

会場でした。バリア

フリーで素晴らしい

環境でした。 

早いもので講座もあと２回 

いよいよラストスパート！ 

すごい！よくできてる！ 

 

 

 

                            

 ミーティングのあと、各班ごとに出されたアイデアを発表

した。イベントの日程まで具体化しているなど、すぐにでも

実現できそうなプランもあった。 

★おしゃべりサロンを開こう  ★シニアファッシ ョンショー       

★サロンひだまり一周年祭  ★子ども向けのマジックや工作など 

  

 

私たちはシニア向けの

ファッションショーを企

画してみました。 

この日たまたま参加していた大人塾のＯＢが、先輩とし

て塾生たちに貴重なアドバイスを送った。卒塾した直後は

何をしたらいいのか全然分からず、手探り状態からスター

トしたとのこと。現在は様々な分野で活動する塾ＯＢも、最

初は暗中模索だったことがよく分かる経験談だった。 

今は NPOを設立して活動してい

ますが、卒塾した頃は全く何も決

まっていなかったんですよ。 

 

             卒塾後の活動について、

今回でおぼろげながらもイメ

ージをつかんだ塾生もいたよ

うだ。次回の講座後には食事

会を開くことも決まり、打合せ

の段階で会をとりまとめる世

話人的な存在も登場した。最

終回を前に、受講生の活動も

新しい展開を迎えつつある。            

                   

講座もいよいよあと 1回

ですね。次回は合同成

果発表会の内容につい

ても相談しましょう。 

発表会の 
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           だがしや楽校の舞台は「道の駅・しもつけ」 

今シーズン一番の冷込みとなった 11月 8日（土）。塾生と事務局の 5人

は、杉並からＪＲ宇都宮線経由で 2 時間弱の自治医大駅に降り立った。今

回の「だがしや楽校」の舞台は、駅から車で 10 分ほどの「道の駅しもつ

け」。 この道の駅は国道 4 号線に面していて、朝から夕方まで人通りが絶

えない。見ず知らずの人とコミュニケーションを図るには絶好の場所だ。 

会場に並べられた机には、折り紙、お手玉作り、牛乳パック工作、似顔絵、手作り小物、 

果物、果ては松田先生の地元・山形から来た農家の直販までさまざまな「みせ」が開かれ、

大勢の人で賑わった。杉並の塾生も、地元の人とおしゃべりに花を咲かせながら、持参の作

品で「みせ開き」をしたり販売を手伝うなど、すぐにその場に溶け込んだ。 

集まり散じて人は変われど・・・「だがしや力」爆発！ 

              道の駅という地の利を得て、「だが 

                    しや楽校」は千客万来。見知らぬ者 

同士がすぐに仲良くなり、お菓子や自 

                    家製の漬物が飛び交う。通りすがり 

                    のおじさんが、飛び入りで見事なギ 

     ターの腕前を披露して拍手喝采され 

たり、まさになんでもあり。どこかの校歌ではないが、集まり散じて人 

は変われど、コミュニケーションの花開く「だがしや力」の爆発を肌で 

感じた 1日だった。（ちなみに道の駅の直販所もオススメです）       

 

 

 

 

 

 

 

  

                                    

◆すぎなみ大人″熟″してる？の発行にあたって◆  この新聞は事務局スタッフの独断と偏見と事実に基づき作成しております。 

 

◆ 大人塾に参加中のオトナたちに聞く (①出身 ②座右の銘・好きな言葉 ③自分のつながり PR) 

    滝沢 節子 

① 鹿児島市 

② 心がけているのは 

今日を楽しく 

③ 美容師資格でお役に 

立ちたいです 

  

田中 桃子 

① 東京都 

② 知ることの楽しさを 

学ぶ「知楽」です。 

・「心のハードル」
が問題 恥ずかし
い、どう見られる
か？  ・スケジュ
ールあわせ ・感
動力減退 

 

１．住中浩史 氏 講演 

２．パネルディスカッション 

  ～遊びって何？～ 

３．個人ふりかえり 

  24Ｈ以内で楽しかったこと 

丹羽 健雄 

① 生まれは名古屋、育

ちは九州 

② チャンスを逃すな！ 

③ 無芸大食 つきあい

はいい方です 

 

  

 

 松田先生の学習支援のもと、杉並区と同じく「大人塾」が開講されている

栃木県下野市。その下野市で「だがしや楽校」が開催されると聞き、杉並か

らも大人塾生と事務局がいざ参戦。さて、戦果はいかに？（文／事務局・鈴木） 

参加した塾生の感想は？ 

・下野らしい温かいおもて 

なしの素晴らしさに感 

激しました 

・来場者は気軽に中に入り 

接しやすく、こちらも気 

楽に話ができました 

ＳＰＥＣＩＡＬ ＥＤＩＴＩＯＮ 


